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惜春の候、皆様におかれましては、ますますご壮健のこととお喜び申し上げます。また、平素は学校

活動に多大なご理解とご支援を賜り、感謝申し上げます。

授業が始まり、二週間が経過いたしました。「２年生では気持ちを新たに頑張ろう」と思っている生徒も

多いと思います。実際に今年度の新たな授業担当者から、「前向きに頑張っている生徒が多いです

ね。」との言葉を多くいただいています。今のフレッシュな気持ちを持ち続け、日々の取り組みを充実さ

せてもらいたいと願っています。

今回は、

〇『探究』に関する講演（4/17(水)）

〇新入試を見据えたこれからの行動

〇２年生スタート時の学習習慣と成績アップの関係
についてまとめました。それぞれの生徒の学習習慣と比較しながら、これからどのような点に気をつけ

ていけばよいかを共有するきっかけにしていただければと思います。

『探究』に関する講演（4/17(水)）

講師：岡本尚也（一般社団法人Glocal Academy 代表理事）

（紹介）社会や学術における諸課題を研究的手法を用いて解

決する事を目的とし、後進の育成やそれらの課題に取り組む個

人及び企業・団体を支援している。

講演は、講師と生徒がやりとりをするなかから重要と思えるテー

マを語っていくという形式で行われました。最初はなかなか声を

あげづらい様子もありました。しかし、「海外では意見を主張しな

いとそこにいないのと同じと評価されてしまう」などの言葉が刺激となり、講演がすすむにつれて手が多

く上がるようになりました。最後の質疑応答の際には、時間いっぱいまで質問が続き積極的な様子が

見て取れました。

講演後、岡本氏から「いい目をしている生徒さんがたくさんいますね。壇上から見るとそれがすぐにわ

かります。これまで講演してきたなかでも、かなり上位クラスの意気込みを感じました。」との感想をいた

だきました。

“自分の問題意識から社会の問題点について、自分なりの切り口で探究していくこと

は、仕事や研究でも必要な力になる。”
この一年をかけて取り組む探究活動をきっかけに視野を広げて、社会と自分自身をつなぐ時間にし

てもらえたらと願っています。

新入試を見据えたこれからの行動

高校２年生における進路目標として「志望校の明確化」をあげています。自分と志望校のマッチング

は意識しながらも、土台となる学力をつける日々の学習は欠かすことはできません。それに加えて高校

２年生の後半に入ったときに、自分の選択肢が広がっているかどうかは、高校１年生と高校２年生前半

の積み重ねがどれだけできていたかにかかっています。今できることを、先の進路から逆算して取り組

みを継続してもらいたいと思います。

そのうえで「新傾向問題対応」「探究活動」「ポートフォリオ活用による自己分析」をすることによって、

より自分自身が磨かれていきます。

高校生活の全てが、自分を高めるチャンスである。
という意識でいることが、生活を充実させることにつながるはずです。



高２学習のポイント

成績がよかった人・よくなかった人の２年生スタート時の学習習慣

各教科の成績アップのヒントとなる学習習慣


